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補助率ＵＰにより増加

 【H5.10 ～ H9.5】カンフル景気
【H9.5 ～ H11.1】第二次平成不況

【H11.1 ～ H12.3】IT バブル
【H12.11 ～ H14.1】第三次平成不況

●７・13水害（H16.7）
●中越大震災（H16.10）

●中越沖地震（H19.7）
●東日本大震災（H23.3）

●新潟・福島豪雨（H23.7）
●インキュベーションオフィス崇徳館開設（H12.2）

●ながおか新産業創造センター（ＮＢＩＣ）設置（H16.11）
●長岡産業活性化協会ＮＡＺＥ設立（H17.4）
●中之島町、越路町、三島町、山古志村、小国町と合併（H17.4）
●和島村、寺泊町、栃尾市、与板町と合併（H18.1）

●川口町と合併（H22.3）

【H14.2 ～ H19.10】いざなみ景気
【H20.9～】リーマン・ショック、世界金融不況















ベンチャー系

ベンチャー系

物質の表面の強さを測れる「ＭＳＥ試験装置ＭＳＥ-Ａ型」

バックラッシュゼロのＣＮＣ回転テーブル「ゼロテーブル210」

株式会社パルメソ

株式会社アビコ技術研究所

　CNC円テーブルは、マシニングセンタなどの工作機械
に第４軸として使われる付加装置であり、この装置の性能
により加工精度が左右されます。
　本製品はバックラッシュ（正逆回転のガタ）のない機械
構造で、高精度高速加工を可能としています。
　現在、海外の量産工場などで多数採用されています。

開発した製品の概要

　社内の技術力と複数名のスペシャリストエンジニアの
チームワークで成果をあげました。当初は販路開拓に苦労
しましたがアジアの機械メーカーから受注を獲得しました。

成功の要因

　MSE（マイクロ・スラリー・エロージョン）
試験装置は、微細粒子の投射による摩耗度合いの
計測により、多様な物質・材料表面（液晶フィルム、
メガネレンズ、めっき、コーティング膜等）の強
度を短時間で測定・計測する装置です。これまで
不可能だった諸物質の表面摩耗・劣化度合いを測
ることができます。

開発した製品の概要

　社内の技術力と研究開発のマネジメント力が成功の要因です。また、展示会で商品、企業の認知度の向上に
注力することで販路が開拓でき、売れるようになりました。

成功の要因

企業名 株式会社パルメソ 代表者 代表取締役　松原　亨
URL http://www.palmeso.co.jp/
所在地 長岡市深沢町2085-1（ながおか新産業創造センター）　☎0258-21-0080
業務内容 ＭＳＥ試験装置の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成24年度「ＭＳＥ試験法の新市場に向けた高度化開発」

企業名 株式会社アビコ技術研究所 代表者 代表取締役　高野　泰夫
URL http://www.abico-rd.co.jp/
所在地 長岡市新産4-1-10（ラボーナ）　☎0258-47-7701
業務内容 CNC精密機械の開発・製造、とくにダイヤモンド素材の研磨機が中心
補助金採択事業 平成23年度「ゼロバックラッシュテーブルの開発」
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産業・工作機械系

加工・研磨系

自動車エンジン部のクランク・カム研磨機「クランクシャフト研磨機CSSP-700」

液晶パネル等製造に使える吸着板「エアロフィックス」

株式会社サンシン

株式会社ナノテム

　液晶パネルや有機EL用ガラス基板の薄肉化・フィルム化・大型化に
対応して、多様な基板サイズに対して万能に吸着固定できることが求め
られていました。
　本製品の開発はそのニーズに応えたものであり、大手電子・電機メー
カーに売れています。

開発した製品の概要

　社内の技術力はもとより、技術の情報収集力、研究開発のマネジメン
ト力（申請書が書け、開発をリードできる力）の３つが重要です。

成功の要因

　本製品は、自動車のエンジン部分のクランクシャフト
のジャーナル、ビン及びカムの部分のテープ研磨機を開
発し、面粗さ向上によるエネルギー効率向上、小型軽量
化を実現しました。特に、従来研磨してなかったカムシャ
フトの研磨も可能した点がこの研磨機の特長です。

開発した製品の概要

　社内の技術力、補助金と開発テーマを関連させて進め
る研究開発マネジメント力が重要です。

成功の要因

企業名 株式会社サンシン 代表者 代表取締役　細貝　信和
URL http://www.kksanshin.co.jp/
所在地 長岡市平島1-11　☎0258-22-1529
業務内容 テープ式研磨機の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成20年度「自動車業界向けクランク軸ビン・ジャーナルテープ研磨ユニット開発」

企業名 株式会社ナノテム 代表者 代表取締役　高田　篤
URL http://www.nano-tem.com/
所在地 長岡市城岡3-2-10　☎0258-22-6725
業務内容 セラミック部品・超硬部品加工（両面ラップ加工）
補助金採択事業 平成23年度「タッチパネル・液晶製造装置用どこでも吸着板の開発」
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産業・工作機械系

産業・工作機械系

下水処理場の消化ガス活用の発電機「バイオガス発電機BG30A」

3Dプリンター製品仕上げ用の小型ウェットブラスト装置「レピッシュ」

株式会社大原鉄工所

マコー株式会社

　下水処理場の嫌気性消化で発生する消化ガスはバイオマス
資源の利活用として非常に有望ですが、消化ガスの利用率は
低く、本製品の開発事業では、消化ガスの有効利用するため
のバイオマス発電技術と、発電機の開発を産学連携で取り組
みました。　
　平成21年度に新潟県内下水処理場で試作機の実験を行い、
商用機を開発、平成22年度に小型化・低価格化しました。

開発した製品の概要

　市場ニーズに対応する営業開発課中心にチームを組み、大学等と共同研究しました。また、日頃の営業担当
者の顧客ニーズ把握に加えて、展示会等での認知度の向上を図りました。

成功の要因

　本製品は、3Dプリンターの造形品のサポート材とぬめりの除去を、従
来の工法に代わって、物理的洗浄で行うものです。
　従来、サポート材とぬめりの除去は、ウオータージェットやケイ素塩等
の薬品で行い、時間がかかり、環境対応、ぬめりの除去といった課題があ
りました。そこで、物理的洗浄ウェットブラスト技術により問題解決を実
現しました。

開発した製品の概要

　開発面では、社内の技術力、研究開発のマネジメント力、社内体制の３
つが重要です。当社は開発プロジェクトチームを組織して行っています。

成功の要因

企業名 マコー株式会社 代表者 代表取締役　松原　幸人
URL http://www.macoho.co.jp/
所在地 長岡市石動町字金輪525　☎0258-47-1729
業務内容 ウェットブラスト技術を用いた表面処理装置の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成22年度「メンテナンス市場向け安価な可搬式小型ウエットブラスト装置の開発」

企業名 株式会社大原鉄工所 代表者 代表取締役社長　大原　興人
URL http://www.oharacorp.co.jp/
所在地 長岡市城岡2-8-1　☎0258-24-2351
業務内容 リサイクルプラント機器、バイオガス発電機、雪上車等の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成21・22年度「消化ガス発電設備の実用化の研究開発事業」
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産業・工作機械系

産業・工作機械系

小物部品加工用の高精度小型研削盤「複合研削盤UMG-200」

菓子袋等のかみこみの検査機「かみこみ検査機SLS-1000」

株式会社丸栄機械製作所

株式会社システムスクエア

企業名 株式会社システムスクエア 代表者 代表取締役　山田　清貴
URL http://www.system-square.co.jp/
所在地 長岡市新産3-5-2　☎0258-47-1377
業務内容 食品等の異物検査機（金属、Ｘ線、かみこみ検査機）の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成23年度「食品のインライン光学検査装置の研究開発」

企業名 株式会社丸栄機械製作所 代表者 代表取締役　岡部　恒夫
URL http://www.maruei-kikai.co.jp/
所在地 長岡市鉄工町2-3-54　☎0258-27-2774
業務内容 各種研削盤（円筒、内面等）及び専用機の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成24年度「小物部品加工用小型タレット型複合研削機」

　本製品は、お菓子等の包装袋の閉じるシール部分に発生する「かみこみ不良」を自
動的に発見、除去する装置です。「かみこみ不良」とは、袋の中のお菓子等が自動包
装の際にシール部に挟まってしまう不良です。発生率は低いですが、カビが発生した
りして回収騒ぎを引き起こすこともありますので、非常に重要な検査です。今回開発
できた製品は、従来の作業員の目視によるチェックを越えて、よりスピーディーに正
確に「かみこみ不良」を発見できる優れものです。

開発した製品の概要

　マーケティングが最も重要で、この開発では１年間の市場調査を踏まえて、開発ポイントを定め、プロジェ
クトチームを組んで進めました。また、新製品開発は顧客の声を集めることも重要であり、展示会出展でニー
ズを調査しました。

成功の要因

　本製品の開発事業では、小物部品用の高精度で安価の複合研削
機の潜在ニーズが高いことに着眼し、高い位置決めの安定性があ
り、小型の複合研削機の開発に取り組みました。ベースから設計
した新規開発の試作機を完成させ、平成25年10月開催のメカト
ロテックジャパン2013（名古屋）、平成26年10月～ 11月開催の
JIMTOF2014（東京）に出展しました。

開発した製品の概要

　マーケティング戦略と市場情報をもとにした売れる方法の確立が
重要であり、ニーズを集めて開発に役立てています。

成功の要因
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電子等機器・部品系

電子等機器・部品系

太陽光発電パネル設置の取付金具「ハゼ式ソーラー金具　高強度タイプ」

軽く触るとONになる電池式リモコン「無線リモコンHPB-046」

株式会社サカタ製作所

株式会社ヘルツ

企業名 株式会社サカタ製作所 代表者 代表取締役　坂田　匠
URL http://www.sakata-s.co.jp/
所在地 長岡市与板町本与板45　☎0258-41-5266
業務内容 金属製折板屋構成部品（公共産業用）の開発・製造・販売
補助金採択事業 平成18年度「ソーラーパネル取付金具の開発」

企業名 株式会社ヘルツ 代表者 代表取締役　山田　修治
URL http://www.hertz-e.co.jp/
所在地 長岡市幸町1-9-1　☎0258-31-2375
業務内容 リモコン、ＦＡ機器等電子機器の設計・製造・販売
補助金採択事業 平成22年度「低電圧駆動容量センサーの開発と無線リモコンへの実用化研究事業」

　当社は金属折板屋根（せっぱんやね）の取付金具メーカー
でありますが、再生可能エネルギー時代を先取りして、太陽
光発電パネルの取付金具の開発に取り組み、2008年から販
売を開始しました。
　既存の技術をベースに、150㎝の積雪に対応できる高強度
化と取付工事の優位性（屋根に穴を開けない、各メーカーへ
のパネル対応、ボルト1本での取付けによる作業性向上）を
目標に開発し、成功しました。

開発した製品の概要

　開発ニーズにもとづき、18名の技術者が取組み、構造の特許申請も実施しました。
成功の要因

　従来、軽くタッチするとＯＮになる容量センサーを用い
た製品の電源は、ほとんどが充電式でした。本製品は、こ
れを電池式にした場合の電池寿命や誤動作などの課題を解
決し、指に力が入らない方やお年寄り用に使いやすいボタ
ンにした新提案製品です。

開発した製品の概要

　技術力を高め、社内に開発体制を構築したのが成功の要
因です。また、営業力や資金の確保も重要です。

成功の要因
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消費財系

電子等機器・部品系

高品質なうすくち醤油「ひとえ」

電源部交換型で省エネのＬＥＤ蛍光灯「Ｒｅ☆ＬＩＧＨＴ」

新潟県醤油協業組合

第四電設株式会社

　LED蛍光灯に内蔵されている電界コンデンサは寿命が短く、寿命に
達した場合に照明自体を交換する必要があります。そこで、電源部の
みをワンタッチで交換できる新型LED蛍光灯を開発し、本製品を作り
ました。

開発した製品の概要

　大手照明器具メーカーや公設試験研究機関と連携することで、技術
課題を乗り越えました。

成功の要因

　本製品は、品質の高いうす口醤油であり、現在まで続くロングセラーとなって
います。
　研究開発で、温度管理のメカニズムが確立でき、ソーヤ菌麹の「低塩うす口醤
油」適正醸造の条件の自動化が可能になり、従来、職人の勘によるファジー制御
だったものを自動制御とすることができました。また、この開発による知見・デー
タは、現在の当組合の醤油づくりの基礎技術に大いに貢献しています。

開発した製品の概要

　社内の技術力を基本に、外部機械メーカーとの連携による技術開発の効果が大きかったです（新たな技術情
報も得られました）。また、顧客・消費者ニーズをしっかり把握して商品開発にあたったことが功を奏しました。

成功の要因

企業名 新潟県醤油協業組合 代表者 理事長　平石　量作
URL http://www.kikoshin.co.jp/
所在地 長岡市十日町1901-1　☎0258-22-2106
業務内容 しょうゆ・液体調味料の製造・販売

補助金採択事業 平成11年度「ソーヤ菌麹による低塩うす口醤油の適正醸造条件の自動化と関係性の研究
開発」

企業名 第四電設株式会社 代表者 代表取締役　斉藤　隆
URL http://www.daiyon-wave.co.jp/
所在地 長岡市藤橋2-660-1　☎0258-46-7084
業務内容 ＬＥＤ、光る手摺の開発・製造・販売、電気設備工事
補助金採択事業 平成24年度「ワンタッチ電源交換型及び新型ＬＥＤ蛍光灯の研究開発事業」
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消費財系

消費財系

雪道でも脱出できる緊急脱出具「スグラ（Snow Grabber）」

摂取制限者向けの災害備蓄米「はんぶん米」

安達紙器工業株式会社

有限会社エコライス新潟

　本製品は、雪道で自動車のタイヤがスリップして動けなくなった
とき、使用する網目状の紙製ボード「スグラ」を量産する機械で、
それまで手作業と簡易的な治具により行っていた工程を一部自動化
したものです。

開発した製品の概要

　長岡市内の企業と連携し、別々に行っていた工程を連続して行え
るよう問題点を明確にするとともに、手作業の要素を可能な限り再
現できるよう工夫しました。これにより販路の開拓をさらに進め、
販売実績の向上に努めました。

成功の要因

　本製品は、たんぱく質とカリウム・リンの含有量が一般の米の
半分以下の米で、たんぱく質等が摂取制限されている腎臓病患者
に不可欠な米です。
　東日本大震災後、災害時の備蓄米として、全国の自治体等から
注文がありました。

開発した製品の概要

　社内で研究開発のマネジメントを基本に、開発の指導や分析な
ど学術機関に依頼して連携するなど、ネットワークの効果で成果
をあげました。

成功の要因

企業名 有限会社エコ・ライス新潟 代表者 代表取締役　阿部　信行
URL http://www.eco-rice.jp/
所在地 長岡市脇川新田町970-100　電話　0258-66-0070 
業務内容 有機米、加工米の加工・販売

補助金採択事業 平成19年度「安定した低タンパク質米の電解質（カリウム・リン）低減化と急速乾燥技
術の開発

企業名 安達紙器工業株式会社 代表者 代表取締役　安達　眞知男
URL http://www.adachishiki.co.jp/
所在地 長岡市東蔵王2-7-30　☎0258-24-2145
業務内容 特殊紙加工品、段ボールケースなどの設計・製造・販売
補助金採択事業 平成18年度「再生紙ボードの網目状成形の量産化機械の開発」
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36%
20人～100人未満

9%
その他・無回答



当初計画以上にできた
5.8%

今後の見通しは立った
3.8%

できなかった

4.5%　無回答

当初計画どおりにできた ある程度できた

0 20 40 60 80 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

（％）

9.0% 53.2% 23.7%

23.7%
事業化達成

継続的な売上実績があり、
利益も上がっている

4.5%
事業化達成

継続的な売上実績があるが、
利益は上がっていない

59.6％が商品化（補助の当初の目的）を達成！

3.8%
実用化段階

注文はとれたが、まだ
商品の売上実績はない

12.2%12.2%
実用化段階

販売商品の宣伝等を行っているが、
まだ販売実績はない

12.8%12.8%
研究開発段階
研究開発を
継続している

14.1%14.1%
事業中止

研究開発後、事業化を
試みたが、現在は中止している

9.0%9.0%
事業中止

研究開発段階で中止

4.5%4.5%
無回答

15.4%
事業化達成
売上実績はあるが、
継続的ではない

85.9％が当初計画を達成！



24.2%
特許・実用新案・
意匠等の出願を行った

5.1%
技術論文にして発表した

7.6%
ライセンス供与・
技術供与を行った

58.0%
特別対応しなかった

5.1%
無回答



（％）0 20 40 60 80 100

46.9%
大変役に立った

45.3%
役立った

0.0%
役に立たなかった

1.6%
あまり役に立たなかった

6.2%
無回答




